
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

歳
月
の
歩
み
は
速
度
を
上
げ

た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、

二
ヶ
月
表
記
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
残
す
と
こ
ろ
一
枚
と

な
り
ま
し
た
。 

加
齢

か

れ

い

と
共
に
、
月
日
が
た
つ
の
が
早

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
宮
司
プ
レ
ス

既
刊
号
の
九
十
三
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
発
行
）
に

詳

述

し
ょ
う
じ
ゅ
つ

し
ま
し
た
が
、「
年
寄
り
の
一
年
は
、
早
い
」

と
い
う
人
々
の
実
感
を
、
心
理
学
で
説
き
明
か
し
た

の
が
、「
ジ
ャ
ー
ネ
の
法
則
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

こ
れ
は
、
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
も
あ

り
作
家
の
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
ー
ネ
が
、
説
き
明
か
し
た

法
則
な
の
で
す
。 

「
歳
な
ん
ジ
ャ
ー
ネ
の
」
と
い

う
「
ジ
ャ
ー
ネ
の
法
則
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ

れ
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

「
生
涯
の
あ

る
時
期
に
お
け
る
時
間
の
心
理
的
長
さ
は
、
年
齢
の

逆
数

ぎ
ゃ
く
す
う

に
比
例
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
、

「
主
観
的

し
ゅ
か
ん
て
き

に
記
憶

き

お

く

さ
れ
る
年
月
の
長
さ
は
、
年
少
者

に
は
よ
り
長
く
、
年
長
者
に
は
よ
り
短
く
評
価
さ
れ

る
」
の
だ
そ
う
で
す
。 

つ
ま
り
は
、
私
は
、
六
十

一
歳
で
あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
の
一
年
は
、
人

生
の
六
十
一
分
の
一
に
な
り
ま
す
。 

そ
う
考
え
ま

す
と
、
私
の
一
年
は
、
六
歳
の
十
年
に
匹
敵

ひ
っ
て
き

す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

他
に
も
、
諸
説
あ
る
ら
し
い
の

で
す
が 

     

で
す
が
、そ
の
ひ
と
つ
が
、
身
体

か

ら

だ

の
代
謝

た
い
し
ゃ

で
す
。 

身

体
の
代
謝
が
低
下
し
ま
す
と
、
体
感

た
い
か
ん

時
間

じ

か

ん

が
、
ゆ
っ

く
り
と
進
み
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
現
実
の
時
計
に

お
い
て
い
か
れ
、
時
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
の
で
す
。 

心
理
的
に
は
、
早
く
感
じ
ら

れ
て
も
、
実
際
に
は
同
じ
時
間
な
の
で
す
が
、
実
に 

魔
訶

ま

か

不
思
議

ふ

し

ぎ

で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
今
、
世
界
経
済
は
、「
三
重

さ
ん
じ
ゅ
う

苦 く

」
と
い
う
状
況
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

ひ
と
つ
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
す
。 

も
う
す

で
に
、
一
年
九
か
月
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。 

二

つ
め
は
、
中
国
経
済
の
低
成
長
、
経
済
成
長
の
減
速

で
す
。 

こ
の
二
つ
は
、
従
来
の
リ
ス
ク
で
す
が
、

さ
ら
に
、
三
つ
め
と
し
て
、
中
東
情
勢
の
悪
化
と
い

う
新
た
な
懸
念

け

ね

ん

も
加
わ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
中
東

動
乱
は
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
く
ら
べ
て
、
か
な
り
、

深
刻
な
様
相

よ
う
そ
う

で
す
。 

Ｅ
Ｕ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に

加
盟
す
る
二
十
七
国
に
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、 

な
か
な
か
統
一

し
た
行
動
や
声
明
が
出
せ
な
い
の
も
実
情
で
す
。 

今
は
亡
き
国
際
政
治
学
者
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ｐ
・
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
さ
ん
は
、「
文
明
の
衝
突

し
ょ
う
と
つ

」
と
い
う

著
書
の
な
か
で
、
世
界
は
八
つ
の
文
明
に
分
け
ら
れ
、

国
を
超
え
て
文
明
の
衝
突
が
起
き
る
と
警
鐘

け
い
し
ょ
う

を
鳴

ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

中
国
と
米
国
の
関
係
、
中
東
の
動
乱
、
ま
さ
し
く
、

文
明
の
衝
突
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
八
つ
の

文
明
の
中
で
、
一
つ
の
国
で
一
つ
の
文
明
は
、
日
本

だ
け
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
哲
学
者
で
思
想
家
の
安
岡

や
す
お
か

正
篤

ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
は
、「
遇
得

謂
幸 

自
造
謂
福
」、「
た
ま
た
ま
得
る
を
幸
い
と
い

い
い 

自
ら
造
る
を
福
と
い
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

巡
り
合
わ
せ
が
よ
く
、
偶
然

ぐ
う
ぜ
ん

に
得
ら
れ
た

も
の
は
、「
幸
い
」
で
、
一
方
、
自
ら
努
力
し
て
積
み

上
げ
て
い
く
も
の
は
「
福
」
で
あ
る
と
諭 さ

と

さ
れ
ま
し

た
。 

ま
さ
に
、
私
共
は
、
安
岡
正
篤
さ
ん
の
お
っ

し
ゃ
る
、「
た
ま
た
ま
日
本
人
と
し
て
の
幸
い
を
得

て
い
る
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
時
が
た
つ
の
が
早
い
」
と
悔

や
む
よ
り
、
加
齢
と
共
に
加
速
す
る
の
が
必
然
な
ら
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ば
、
前
向
き
に
受
け
止
め
、「
一
日
一
生
」
の
思
い
で

生
活
を
す
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
の
方
が
、
よ
り
よ

い
生
活
、
生
活
の
質
の
向
上
、
ク
ォ
リ
テ
ィ 

オ
ブ 

ラ
イ
フ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

今
日
一
日
、
自

分
は
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
福
を
造
り
得
た
か
、
謙

虚
に
省

か
え
り

み
る
、
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間
、「
夕
べ

に
感
謝
」
と
い
う
敬
神
の
時
間
を
持
ち
た
い
も
の
で

す
。 

万
山

ま
ん
さ
ん

錦
秋

き
ん
し
ゅ
う

の
み
ぎ
り
、
御
自
愛
く
だ
さ
い
。 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
報
告(

予
定
も
含
む) 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

▼
花
手
水 

 
 

＊
一
回
目 

十
月
七
日
～
十
月
十
二
日 

＊
二
回
目 

十
月
二
十
日
～
十
月
二
十
八
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
十
月
一
日 

 

▼
秋
季
例
大
祭 

 
 

◇
六
連
島
八
幡
宮 

 
 
 

＊
前
夜
祭 

 
 
 
 
 

十
月
四
日 

 
 
 
 

※
各
家
の
戸
別

こ

べ

つ

祓は
ら

い
斎
行 

 
 
 
 

※
湯ゆ

立た
て

神
事

し

ん

じ

斎
行 

 
 
 

＊
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

十
月
五
日 

 
 
 

 
 

 
 

◇
田
の
首
八
幡
宮 

 
 
 

＊
前
夜
祭 

 
 
 
 
 

十
月
十
四
日 

 
 
 

＊
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

十
月
十
五
日 

 
 
 
 

 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮 

 
 
 

＊
前
夜
祭 
 

十
月
二
十
日 

 
 
 

＊
本
殿
祭 

 

十
月
二
十
一
日 

 
 
 

＊
御
神
幸
祭 

十
月
二
十
二
日 

 
 
 
 

※
無
形
民
俗
文
化
財
「
サ
イ
上
り
神
事
」
斎 

 
 
 

 
 
 
 
 

行 

 
 

 
 
 
 

 
 

◇
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

十
月
十
九
日 

 
 

◇
朝
粥
会 

十
月
二
十
一
日 

◇
十
月
の
宮
司
動
静
（
予
定
も
含
む
） 

 

▼
神
社
関
係
団
体 

 
 

□
早
起
会
参
拝 

＊
十
月
一
日
午
前
六
時
半 

 
 

□
敬
神
婦
人
会
奉
仕
作
業 

＊
十
月
十
五
日 

 
 

□
奉
賛
会
秋
季
例
大
祭
設
営
作
業
、
奉
仕
者
説
明
会 

＊
十
月
十
八
日 

□
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
監
督
会
議 

＊
十
月
二
十
三
日 

 

□
彦
島
リ
ー
グ
試
合
冊
子
広
告
挨
拶
回
り 

 
 

＊
十
月
二
十
六
日 

▼
神
社
庁
関
係 

 

□
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
十
月
十
七
日 

 

□
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 

 

□
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭 

 

□
臨
時
協
議
員
会 

 
 

＊
十
月
十
八
日 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係 

 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
月
十
八
日 

▼
教
誨

き
ょ
う
か
い

活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 

□
集
合
教
誨
女
子 

＊
十
月
二
十
三
日 

▼
そ
の
他 

 

□
柴
田
節
子(

先
代
宮
司
夫
人)

神
葬

し
ん
そ
う

祭さ
い 

 

◆
帰
天

き

て

ん

奏
上

そ
う
じ
ょ
う 

 

＊
十
月
九
日 

 

◆
通
夜
祭 

 
 

＊
十
月
十
日 

 

  

◆
葬
場
祭
、
火
葬
祭
、
帰
家
祭
、
十
日
祭 

 

 
 

＊
十
月
十
一
日 

 

◆
服
忌

ぶ

っ

き

に
よ
り
祭
典
神
事
奉
仕
禁
止 

 
 

＊
十
月
十
日
よ
り
十
月
十
四
日
ま
で 

 
 

※
神
社
本
庁
よ
り
「
除
服

じ
ょ
ふ
く

出
仕

し
ゅ
っ
し

」
の
辞
令
発
令
、
一
日

繰
り
上
げ
て
、
十
月
十
四
日
よ
り
出
社 


